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泌乳中期乳牛への夏季のグリセリン給与が生産性に及ぼす影響

田渕雅彦、森川繁樹、竹縄徹也、西村公寿、先川正志、福見善之

要 約

夏季の採食量の低下に起因するエネルギー不足の影響を軽減することを目的として、ケトーシス

の処置に用いられるグリセリン、またこれと同エネルギー水準となるように計量したトウモロコシ

をTMRにトップドレスにより添加し、ラテン方各法により夏季の飼養成績と生理面に及ぼす影響を

調査した。結果、飼養成績、胃液性状に区間で差はみられず、血液性状についても中性脂肪以外の

項目に差は認められなかった。本試験での供試牛は泌乳中期に差し掛かる個体が主であり、泌乳最

盛期を過ぎた乳牛においては飼料へのグリセリン添加による生産性への影響はほとんどないものと

考えられた。

目 的

夏季の平均気温が26℃を越える本県では、暑熱

ストレスによる乳量をはじめとした生産性の低下

が問題となる。これに対応するため、当課でも暑

熱ストレス指標の提示や夏季向け飼料の開発を進

めてきた 。しかし、改良に伴い乳牛の泌乳能1)2)

力の向上が進む現在、特に泌乳初期の牛において

は産乳に必要なエネルギーに対し飼料から摂取す

るエネルギーが不足するいわゆる「負のエネルギ

ーバランス」の継続が問題とされており 、暑熱3)

環境下では採食量の低下に伴うさらなる乳生産の

減少と繁殖成績への悪影響が懸念される。加えて

4)夏季には、維持に要するエネルギーが増加する

とされ、夏季における高泌乳牛の生産性維持のた

。 、めにはエネルギー充足が重要課題である そこで

夏季における高泌乳牛のエネルギー状態を改善す

るため、乳牛の分娩後に生じやすいケトーシスへ

の処置で利用されるグリセリンに着目した。

グリセリンの牛体内での代謝については、ルー

メン発酵によりプロピオン酸を多く生じ、また一

部はルーメンから直接吸収されることが示唆され

ている 。バイオ燃料の副産物として生じること5)

から、海外ではトウモロコシの代替として飼料中

乾物割合で10%を超えるグリセリンの給与が試み

られている 。また、泌乳初期の乳牛の負のエネ6)

ルギーバランス改善を目的とし、250g/日の乾燥

グリセリン給与により血糖値の上昇、βヒドロキ

シ酪酸の減少といったエネルギー状態の改善がみ

られたとの報告がある 。7)

国内における乳牛へのグリセリンの給与につい

、 、ては 先立って福井県において実証試験が行われ

暑熱ストレス指標として利用される温湿度指数 T（

HI）が82を超える環境下で呼吸数、体温の上昇を

抑制できるとの報告が出された 。本試験では泌8)

乳中期の乳牛を供試し、グリセリンおよび栄養価

で同等量のトウモロコシの飼料への添加が、本県

での夏季における泌乳牛の飼養成績および生理面

へ及ぼす影響について検討を行った。

材料および方法

試験は平成28年と29年、暑熱最盛期となる7月

から9月にかけて実施し、泌乳中期のホルスタイ

ン種経産牛を供試した。供試頭数は各年とも3頭

とし、1期14日（予備期10日、本試験期4日）の3
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×3ラテン方格法により飼養試験を行った。

試験飼料は混合飼料（TMR、表1）を午前10時に

1割程度の残飼が出る量を給与することとし、食

品添加物用グリセリンを250ml／日添加する区 グ（

リセリン区 、圧ぺんトウモロコシを350gFM／日）

添加する区、無添加の区（対照区）を設けた。グ

リセリンと圧ぺんトウモロコシは、いずれもTMR

給与時にトップドレスで添加した。

、 （ ）、 、 、調査項目は 乾物摂取量 DMI 乳量 乳成分

血液性状、胃液性状、体重、ボディコンディショ

ンスコア（BCS 、直腸温とした。また、DMIをも）

とに、日本飼養標準（2006年版） の添付ソフト4)

を用いてTDN充足率、CP充足率を算出した。血液

、は本試験1日目 4日目の13時に頚静脈より採取し、

血清及びヘパリン血漿を得た。血液性状のうちTB

ARSの分析にはヘパリン血漿を供し、TBARS分析キ

ット(Oxford Biomedical Research Inc，USA)を

用いて分析した。その他の血液性状については株

7180式会社ファルコバイオシステムズに依頼し

形自動分析装置（株式会社日立ハイテクノロジー

ズ，東京）により分析を行った。胃液の採取は採

血後に実施し、ルーメンカテーテル(富士平工業

株式会社、東京)を用いて採取した。試験期間中

の牛舎の気温と湿度をデータロガー（TR-72U、株

式会社ティアンドディ、長野）を用いて1時間毎

に記録した。

表１．TMRの組成

材料（％DM）

コーンサイレージ 21.3

スーダン乾草 6.5

ヘイキューブ 12.4

市販乳配 26.9

ビートパルプ 16.1

大豆粕 5.5

圧ぺんトウモロコシ 10.7

設計成分値（％DM）

TDN 73.4

CP 15.1

なお、試験期間中は継続して送風機による牛体

への直接送風を行った。

データは牛、年度、時期、処理を要因とし、Tu

key法により統計処理を行った。

結 果

H28年度においては、試験途中から1頭が長期に

わたり下痢の症状を示し、乳脂肪分が顕著に低下

した。これは、亜急性ルーメンアシドーシスによ

りセルロース分解菌が減少したことに起因すると

考えられた。そのため、データの処理にあたって

はこの個体のデータは除外し、H28とH29のデータ

を合わせて分析を行った。

（１）飼養成績

いずれの項目についても区間で有意な差は認め

られなかった（表２ 。）

表２．飼養成績

（２）胃液性状

いずれの項目についても区間で有意な差は認め

られなかった（表３ 。）

表３．胃液性状

グリセリン区 トウモロコシ区 対照区

乾物摂取量 （kg） 21.5 a 21.9 a 21.7 a

乳量 （kg） 32.6 a 33.1 a 33.2 a

飼料効率 1.51 a 1.48 a 1.51 a

乳成分

乳脂率 （%） 3.57 a 3.41 a 3.45 a

無脂固形分率 （%） 8.50 a 8.58 a 8.58 a

乳蛋白質率 （%） 3.14 a 3.20 a 3.17 a

乳糖率 （%） 4.36 a 4.38 a 4.41 a

体細胞 15 a 9 a 11 a

MUN （mg/dl） 5.0 a 6.2 a 6.5 a

4%FCM乳量 （kg） 29.6 a 27.4 a 28.2 a

直腸温 （℃） 39.3 a 39.2 a 39.1 a

体重 （kg） 655 a 646 a 651 a

グリセリン区 トウモロコシ区 対照区

胃液pH 6.08 a 6.16 a 6.18 a

VFA組成

酢酸 （mmol/dL） 6.32 a 6.55 a 6.55 a

プロピオン酸 （mmol/dL） 3.09 a 2.89 a 3.14 a

酪酸 （mmol/dL） 1.45 a 1.11 a 1.27 a

A/P比 2.25 a 2.36 a 2.17 a

総VFA （mmol/dL） 10.86 a 10.55 a 10.96 a
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（３）血液性状

中性脂肪において、グリセリン区とトウモロコ

シ区の間に有意な差が認められた。

その他の項目においては、有意な差は認められ

なかった（表４ 。）

表４．血液性状

考 察

泌乳初期の牛への乾燥グリセリン給与によりエ

7)ネルギー状態の改善がみられたとの報告がある

ものの、今回の試験においては血中中性脂肪以外

の調査項目において区間で有意な差は認められな

かった。採食量の低下が生じやすい夏季の試験だ

、 。ったが 供試牛のTDN充足率はほぼ100%であった

供試牛は乳量が減少へと転じる泌乳中期にあり、

送風など環境面からの暑熱対策も行いながらの試

験であったため、栄養要求量を充足できる状況に

あったと考えられた。そのため、グリセリンおよ

びトウモロコシの添加による栄養充足の面での有

効性は認められなかった。

栄養が不足している個体へグリセリンを給与す

るのであればエネルギー代謝において有効性が得

られるものと推察するが、泌乳水準に応じたさら

なる検討が必要であると考えられる。
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